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　前回の当広報誌「部署探検」でご紹介してから、早いもので4年
になります。メンバーはそれなりに老けましたが、気持ちだけは若
く4年前と変わってませんよ！！（笑） さて、我々看護部は、地域の
皆さんや患者さんに貢献できる病院として「私たちに、何かでき
ることはないか？」と常に考えてきました。残念ながら、今回のコ
ロナ禍の中では、地域活動に制限があり思うように活動が出来て
いませんが、このような状況だからこそ、今、私たちが取り組まな
ければならないことが多くあります。その幾つかをご紹介します。

看護部　看護部長（兼 副院長）　首藤 正子

病気になって入院しても、安心して自分のお住まいで生活しながら療養
できるための退院支援です。
その為に、各入院患者さんに対して、①院内職員による多職種カンファレンスと、②家族や地域（院外）
関係者を交えた退院前カンファレンスなどが、病棟で計画的に行われています。

将来、看護師などの医療関係の仕事に就きたいと考えている
学生さんへのサポートです。
「高校生のインターンシップ」や「看護学生の実習」などを看護部で受け入れており、当院での体験にて、
学生さんたちの「看護の道に進むことのきっかけ」へのお手伝いができればと思っています。

超高齢社会を迎えた今、地域の方々が、我が事の
ように現状を認識していただくための啓発活動です。
このコロナ禍にて３年間ほど開催できていませんが、おおくま健康
教室もその一つです。また、この11月には、尼崎社会福祉協議会と
一緒に「ボランティア講座」も企画しており、院外貢献の一つとなれ
ばと考えています。

来年の病院移転にむけて期待と不安が入り混じるなか、スタッフが
笑顔で働き続けられるように一人一人のスタッフを大切にする看護部でありたいと思っています。
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人との繋がりを大切にして、頑張っていきます人との繋がりを大切にして、頑張っていきます

【病院仲間からのひと言】 多岐に渡る総務の仕事をこなし、病院を円滑に運営する
縁の下の力持ちです。（癒し系課長）

　今年6月に総務課に入職しました。業務は多岐にわたり、入職してからこれまでの時間は
アッという間で、日々勉強と目の前の業務と向かい合っています。これからは新病院移転に向
けた準備も本格的になっていきますので、大隈病院の力になれるよう頑張っていきたいと思
います。少し自分のことを紹介させていただきますと、趣味でフットサルをしています。そして、
それがきっかけで、大隈病院で働くことになりました。不思議な縁もあるもので（笑）、「人との
繋がりは大切にしなければならないな」と思います。最近では、皆さんからお声をかけていた
だく機会も増え嬉しく思います。院内で見かけた際は、ぜひ気軽にお声がけください。

職員から職員へつなぐ、地域へのメッセージ

　同じ読み方でも、漢字が違う2つの「けんしん」は、それぞれ違う
意味を持っています。「健診」とは、健康診断の略で、自身の健康状

態を確認し、病気を予防すること（体の一般的なチェック）を目的としています。「検診」とは、特定
の病気を発見するために行う検査（胃検診など）の事を指し、病気を早期発見し、早期治療につな
げることを目的としています。自分の健康は自分で守るために、まずは病気予防のための健康診断
を受けましょう！がんを発見するためには、健診だけでなく、がん検診を受けることも大切です。

『健診』と『検診』の違い『健診』と『検診』の違い

次号予告 次号（令和6年1月号）は、「栄養課 管理栄養士  船矢 有生・佐渡 佳帆」からのメッセージです。

森本 明倫
総務課　総務課長
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大隈病院

●地域の人々に信頼される病院になります。
●高度の医療機能を持つ かかりつけ病院になります。
●病気を治すだけでなく、病める人の心を癒す病院になります。
●職員が勉強し、朗らかでやりがいのある職場をつくります。

基本方針
〒660-0814 兵庫県尼崎市杭瀬本町2-17-13
TEL：06-6481-1667（代表）　FAX：06-6481-1753

朗源会グループ　■岩﨑クリニック　■大隈病院附属 歯科クリニック　■在宅事業部
　　　　　　　　■特別養護老人ホーム ほがらか苑

UR L  h t t p : //o o k uma . o r . j p /o o k uma /

「くまちゃん通信」  2023年11月 第45号　発行  大隈病院

医療法人 朗源会  大隈病院

企画協力・デザイン・印刷　兵田印刷工芸株式会社

　暑かった夏が過ぎ、枯れ葉がちらほらする広島で、10月14～15日、
『未来の子供たちへ～脱高齢ニッポン！～』のテーマで、全日本病院学
会が開催されました。大隈病院からは矢野看護師長が、演題「当院での
腹水濾過濃縮再静注法（CART）のとりくみ～看護師が一連の治療に関
わって～」を発表しました。発表では、CART治療担当の看護師が、医師
への介助と患者看護について責任を持つことで、患者さんに安心した
医療と看護が提供できることを報告しました。これからも研鑽を積み、
患者さんや家族の信頼を得る看護の実践に取り組んでいきます。
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